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(57)【要約】
【課題】非接触給電機能を備えた電子機器において、該
電子機器の状況と受電装置の状況とに応じて消費電力を
削減する省電力制御を行えるようにする。
【解決手段】端末装置２００との通信機能及び非接触給
電機能を有する非接触給電ユニット１００を備えたデジ
タル複合機１０は、デジタル複合機１０の状況を検出す
るステップと、非接触給電ユニット１００が通信可能な
受電装置２００の有無を検出し、受電装置２００がある
場合には該受電装置２００の状況を検出するステップと
、これら検出の結果に応じて省電力制御を行うステップ
とを実行する。省電力制御としては、非接触給電ユニッ
ト１００により同時に給電する受電装置の数を制限した
り、非接触給電ユニット１００による単位時間あたりの
給電量を制限したり、非接触給電ユニット１００が端末
装置２００と通信可能であるが、非接触給電は行えない
電源状態としたりする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受電装置との通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電手段を備えた電子機器で
あって、
　該電子機器の状況を検出する第１の検出手段と、
　前記非接触給電手段が通信可能な受電装置の有無を検出し、受電装置がある場合には該
受電装置の状況を検出する第２の検出手段と、
　前記第１の検出手段及び前記第２の検出手段による検出の結果に応じて省電力制御を行
う制御手段とを備えたことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記制御手段は、省電力制御として、前記非接触給電手段により同時に給電する受電装
置の数を制限することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記制御手段は、省電力制御として、前記非接触給電手段による単位時間あたりの給電
量を制限することを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、省電力制御として、前記非接触給電手段が受電装置と通信可能である
が、非接触給電は行えない電源状態とすることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１
項に記載の電子機器。
【請求項５】
　該電子機器は、前記非接触給電手段、画像入力デバイス、及び画像出力デバイスを備え
たデジタル複合機であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機
器。
【請求項６】
　受電装置との通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電手段を備えた電子機器の
制御方法であって、
　前記電子機器の状況を検出するステップと、
　前記非接触給電手段が通信可能な受電装置の有無を検出し、受電装置がある場合には該
受電装置の状況を検出するステップと、
　前記各ステップによる検出の結果に応じて省電力制御を行うステップとを有することを
特徴とする電子機器の制御方法。
【請求項７】
　受電装置との通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電手段を備えた電子機器を
制御するためのプログラムであって、
　前記電子機器の状況を検出する処理と、
　前記非接触給電手段が通信可能な受電装置の有無を検出し、受電装置がある場合には該
受電装置の状況を検出する処理と、
　前記各処理による検出の結果に応じて省電力制御を行う処理とをコンピュータに実行さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受電装置との通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電手段を備えた
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷機能を備えたデジタル複合機では、消費電力削減のために、例えば印刷機能
を使用しない待機状態のときに、印刷状態への復帰部分のみを動作させて、他の部分の消
費電力を削減する省電力制御が行われている。
【０００３】
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　一方、機器間の電力伝送として、近距離に位置する送電機、受電機の間で非接触で電力
を送信、受信する非接触給電技術が実現されている。
　例えば特許文献１には、充電動作中に中央処理部が動作していることにより発生する消
費電流により充電時間が長くなってしまわないように、充電中、非接触充電式情報端末装
置の中央処理部は、所定の時間間隔をおいて充電値の電圧を検出するときを除いて低消費
電力状態へ推移させるようにする構成が開示されている。
　また、特許文献２には、端末装置などの製品のファームウェアの更新作業性を向上させ
るために、ワイヤレス給電処理で起動した端末装置に対してファームウェア書込み用デー
タを無線伝送し、その書き込みが完了したときワイヤレス給電を停止させる構成が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５-２７８２７３号公報
【特許文献２】特開２０１２-１４４２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、端末側の中央処理部の動作の制限により充電時間を短
くするものであり、供給側の電力の削減という課題がある。
　また、特許文献２では、ファームウェア更新に必要な無線給電を実現できるが、端末装
置の充電が必要な場合の制御に関する課題がある。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものであり、非接触給電機能を備え
た電子機器において、該電子機器の状況と受電装置の状況とに応じて消費電力を削減する
省電力制御を行えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子機器は、受電装置との通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電手
段を備えた電子機器であって、該電子機器の状況を検出する第１の検出手段と、前記非接
触給電手段が通信可能な受電装置の有無を検出し、受電装置がある場合には該受電装置の
状況を検出する第２の検出手段と、前記第１の検出手段及び前記第２の検出手段による検
出の結果に応じて省電力制御を行う制御手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、非接触給電機能を備えた電子機器において、該電子機器の状況と受電
装置の状況とに応じて消費電力を削減する省電力制御を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態に係るデジタル複合機の外観図である。
【図２】非接触給電ユニットの給電ゾーン、通信ゾーンを示す概念図である。
【図３】実施形態に係るデジタル複合機の構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態に係る非接触給電ユニット及び端末装置の構成を示すブロック図である
。
【図５】実施形態に係るデジタル複合機の電源構成を示すブロック図である。
【図６】実施形態に係るデジタル複合機の電源状態を示す図である。
【図７】実施形態に係るデジタル複合機による電源制御を示すフローチャートである。
【図８】図７の非接触給電制御処理の詳細を示すフローチャートである。
【図９】図７の非接触給電部給電状況確認処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１０】図７の非接触給電部省電力制御処理の詳細を示すフローチャートである。
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【図１１】図７の省電力からの復帰処理の詳細を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。なお、本実施
形態では、本発明でいう電子機器としてデジタル複合機を例に説明するが、これに限定さ
れるものではない。
［全体構成］
　図１は、本発明の実施形態に係るデジタル複合機（ＭＦＰ：Multifunction Peripheral
）１０の外観図である。
　デジタル複合機１０は、通信機能及び非接触給電機能を有する非接触給電ユニット１０
０、画像入力デバイスであるリーダーユニット３００、画像出力デバイスであるプリンタ
ーユニット４００を備える。
　非接触給電ユニット１００は、その上に置かれた端末装置２００に対して無線で電力送
信を行う。図２は、図１の非接触給電ユニット１００の外観斜視図である。非接触給電ユ
ニット１００上に端末装置２００を置くことにより、端末装置２００に非接触給電を行う
ことができる。非接触給電ユニット１００の中心位置に無線アンテナ１０８が配置されて
おり、端末装置２００との通信、端末装置２００への非接触給電を行う。ここで、１１１
は通信及び無線給電可能な領域を示し、１１２は通信だけが可能な領域を示す。図２では
、端末装置２００ａは通信及び無線給電可能領域１１１に置かれているが、端末装置２０
０ｂは通信可能領域１１２に置かれている。
　リーダーユニット３００は、自動原稿読み取りを行う。
　プリンターユニット４００は、リーダーユニット３００で読み取られた画像や図示しな
いネットワーク経由でのプリントデータの印刷を行う。
【００１１】
［デジタル複合機］
　図３は、デジタル複合機１０の構成を示すブロック図である。
　デジタル複合機１０はネットワーク２０に接続されており、ネットワーク２０に接続さ
れた不図示のＰＣ（パーソナルコンピュータ）等の指示に応じてデータの印刷処理、デー
タの送受信処理を行う。
　デジタル複合機１０は、上述した非接触給電ユニット１００、リーダーユニット３００
、プリンターユニット４００に加えて、操作部５００、電源生成・電源制御部６００、コ
ントローラユニット７００を備える。
【００１２】
　コントローラユニット７００は、リーダーユニット３００、プリンターユニット４００
に接続する。また、コントローラユニット７００は、操作部５００に接続し、操作者から
の指示を検知して各種の処理を行う。また、コントローラユニット７００は、ネットワー
ク２０を介してデータの送受信を柔軟に行うことができる。
　コントローラユニット７００において、メインコントローラ７０１は、システム全体を
制御し、ＣＰＵコア、画像処理ブロックを内蔵するコントローラＩＣである。ＲＡＭ７０
３は、メインコントローラ７０１が動作するためのシステムワークメモリであり、画像デ
ータを一時記憶するための画像メモリでもある。ＲＯＭ７０２は、システムプログラムを
格納する。Ｉ／Ｏコントローラ７０４は、通信データ、画像データ等の送受信を高速に行
うシステムバスを介してメインコントローラ７０１に接続されている。Ｉ／Ｏコントロー
ラ７０４は、各種のＩ／Ｏデバイスを制御する。Ｉ／Ｏコントローラ７０４は、ＣＰＵ、
ＲＯＭを内蔵しており、内蔵されているＣＰＵが内蔵されているＲＯＭのプログラムに応
じてＩ／Ｏデバイスの制御を行う。また、メインコントローラ７０１がＲＯＭ７０２に格
納されているプログラムを実行することで、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を制御して、接続
されるＩ／Ｏデバイスの制御を行う。ネットワークコントローラ７０５は、有線・無線の
形態を問わず外部ネットワークと接続され、通信を行うことが可能である。コントローラ
電源制御部７０６は、デジタル複合機１０全体ではなく、コントローラユニット７００内
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の電源制御を行う。
【００１３】
　リーダーユニット３００は、原稿画像を読み取り、画像データに変換してコントローラ
ユニット７００のメインコントローラ７０１に入力し、メインコントローラ７０１はＲＡ
Ｍ７０３に一時的に格納する。メインコントローラ７０１内部には画像の圧縮、伸張、回
転処理を行うブロックを備え、ＲＡＭ７０３に格納された画像データにアクセスして各種
の処理を行う。圧縮処理された画像データは、再度ＲＡＭ７０３に転送され、格納される
。ＲＡＭ７０３に格納された画像は、メインコントローラ７０１により読み出され、伸張
処理された後、プリンターユニット４００で用紙に画像形成する。
【００１４】
　プリンターユニット４００は、主に画像データを用紙上の画像に変換する。その方式に
は、感光体ドラムや感光体ベルトを用いた電子写真方式や、微少ノズルアレイからインク
を吐出して用紙上に直接画像を印字するインクジェット方式等があるが、本発明を適用す
る上で画像形成の方式はいずれであっても構わない。
【００１５】
　操作部５００は、ユーザによるデジタル複合機１０に対する各種設定を受け付ける。操
作部５００は、操作者によるキー入力を検知すると、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介して
メインコントローラ７０１に通知する、メインコントローラ７０１は、受け付けた入力を
検知、判断して処理を進める。また、操作部５００は、不図示の表示部を備え、Ｉ／Ｏコ
ントローラ７０４を介して表示無に画像データを表示する。
【００１６】
　電源生成・電源制御部６００は、デジタル複合機１０全体の電源生成と電源供給制御を
行う。この電源制御により、デジタル複合機１０の動作に合わせて最適な電力消費を行う
省電力制御を行う。電源生成・電源制御部６００による電源制御は、メインコントローラ
７０１がＲＯＭ７０２に格納されたプログラムを実行することにより、Ｉ／Ｏコントロー
ラ７０４を介して行う。また、Ｉ／Ｏコントローラ７０４内のＲＯＭに格納されたプログ
ラムをＣＰＵが実行して行うことができる。メインコントローラ７０１が動作していない
場合にも、Ｉ／Ｏコントローラ７０４が電源制御を行うことができる。
【００１７】
［非接触給電ユニット及び端末装置］
　図４は、非接触給電ユニット１００及び端末装置２００の構成を示すブロック図である
。端末装置２００は、電池２１０から供給される電力によって動作する電子機器であれば
、デジタルスチルカメラ、携帯電話、デジタルビデオカメラや音楽プレイヤ等であっても
よい。
　非接触給電ユニット１００は、給電アンテナ１０８を備え、給電アンテナ１０８を介し
て端末装置２００に非接触で電力を送信する。また、端末装置２００は、受電アンテナ２
０１を備え、受電アンテナ２０１を介して非接触給電ユニット１００から送信される電力
を非接触で受信する。端末装置２００は、受電アンテナ２０１を介して非接触給電ユニッ
ト１００から受信した電力によって、端末装置２００に装着された電池２１０の充電を行
う。
　端末装置２００は、非接触給電ユニット１００との距離が所定の範囲内に存在する場合
（図２の通信及び無線給電可能領域１１１）、非接触給電ユニット１００から電力を受信
することができる。また、非接触給電ユニット１００との距離が所定の範囲内に存在しな
い場合、非接触給電ユニット１００から電力を受信することができない。通信を行う際に
は、給電する必要がなく給電可能な範囲に対して通信可能な範囲を広くすることができる
（図２の通信可能領域１１２）。
【００１８】
　非接触給電ユニット１００は、発振器１０１、電力送信回路１０２、整合回路１０３、
変復調回路１０４、ＣＰＵ１０５、ＲＯＭ１０６、ＲＡＭ１０７、給電アンテナ１０８及
びタイマー１０９を備える。
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　発振器１０１は、ＣＰＵ１０５で決定された目標値に対応する電力を端末装置２００に
供給するために用いられる高い周波数を発振する。なお、発振器１０１は、水晶振動子等
を用いる。
　電力送信回路１０２は、発振器１０１によって発振される周波数に応じて、給電アンテ
ナ１０８を介して端末装置２００に供給するための電力を発生させる。電力送信回路１０
２は、ＦＥＴ等を有し、発振器１０１によって発振される周波数に応じて、ＦＥＴのソー
ス・ドレインの端子間に流れる電流を制御することによって、端末装置２００に供給する
ための電力を発生させる。電力送信回路１０２で発生した電力は、整合回路１０３に供給
される。
　整合回路１０３は、発振器１０１によって発振される周波数によって、給電アンテナ１
０８と受電アンテナ２０１との間で共振を行うために、電力送信回路１０２と給電アンテ
ナ１０８とのインピーダンスの整合を行うための共振回路である。ＣＰＵ１０５は、発振
器１０１によって発振される周波数を、給電アンテナ１０８と受電アンテナ２０１とが共
振するための周波数にするために、整合回路１０３を制御する。給電アンテナ１０８と受
電アンテナ２０１とが共振するための周波数を以下「共振周波数ｆ」と呼ぶ。
【００１９】
　ＣＰＵ１０５は、発振器１０１によって発振される周波数が、所定の共振周波数ｆにな
るように整合回路１０３のインダクタンスＬ１の値及び整合回路１０３のキャパシタンス
Ｃ１を変更するように整合回路１０３を制御する。また、ＣＰＵ１０５は、電力送信回路
１０２によって発生された電力に対して、どれくらいの電力を端末装置２００に送信する
かを制御するために用いられるＱ１値を変更するように整合回路１０３を制御することが
できる。なお、Ｑ１値は、共振の特性を示す値であって、共振特性の鋭さを示す値である
。また、ＣＰＵ１０５は、端末装置２００に送信する電力を制御するためにＱ１値を変更
するように整合回路１０３を制御することができる。Ｑ１値は、非接触給電ユニット１０
０側での共振の特性を示す値であって、共振周波数ｆのピークの鋭さを示す値である。な
お、Ｑ１値は、電力送信回路１０２によって発生された電力に対して、どれくらいの電力
を端末装置２００に送信するかを制御するためにＣＰＵ１０５によって用いられる。ＣＰ
Ｕ１０５は、ＲＡＭ１０７に記録される所定値Ａ１、Ａ２、Ａ３に応じてＱ１値を制御す
る。なお、所定値Ａ１、Ａ２、Ａ３の大小関係は、Ａ３＞Ａ１＞Ａ２である。非接触給電
ユニット１００が端末装置２００に対して端末装置２００を制御するためのコマンドを送
信する場合、ＣＰＵ１０５は、Ｑ１値が所定値Ａ１以下であり、かつ、所定値Ａ２以上と
なるように整合回路１０３を制御する。この場合、電力送信回路１０２で発生された電力
は、整合回路１０３での熱損失が大きくなるので、非接触給電ユニット１００は、端末装
置２００に対して送信する電力の給電効率が低下し、端末装置２００に大きい電力を送信
することはできない。また、ＣＰＵ１０５は、端末装置２００に対して大きい電力を送信
する場合、Ｑ１値が所定値Ａ３以下であり、かつ、所定値Ａ１よりも大きくなるように整
合回路１０３を制御する。この場合、非接触給電ユニット１００と端末装置２００との通
信の効率が低下するので、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００に対して端末装
置２００を制御するためのコマンドを送信することはできない。
【００２０】
　整合回路１０３は、給電アンテナ１０８に流れる電流、及び給電アンテナ１０８に供給
される電圧の変化を検出することができる。
　変復調回路１０４は、端末装置２００を制御するためのコマンドを端末装置２００に送
信するために、予め定められたプロトコルに応じて、電力送信回路１０２によって発生さ
れた電力の変調を行う。予め定められたプロトコルとは、例えば、ＲＦＩＤ（Radio Freq
uency IDentification）に用いられるＩＳＯ１４４４３やＩＳＯ１５６３等の通信プロト
コルである。電力送信回路１０２によって発生された電力は、変復調回路１０４によって
、端末装置２００と通信を行うためのコマンドとしてパルス信号に変換され、端末装置２
００に送信される。端末装置２００に送信されたパルス信号は、端末装置２００により解
析されることによって、「１」と「０」との情報を含むビットデータとして認識される。
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なお、コマンドには、宛先を識別するための情報及びコマンドによって指示される動作を
示すコマンドコード等が含まれる。変復調回路１０４は、電力送信回路１０２によって発
生された電力を、振幅変位を利用したＡＳＫ（Amplitude Shift Keying）変調によって、
パルス信号に変換する。ＡＳＫ変調は、振幅変位を利用した変調であり、ＩＣカードと、
ＩＣカードと非接触で通信を行うカードリーダーとの通信等で用いられる。変復調回路１
０４は、Ｑ１値によって示される所定の変調度（つまり振幅変調の度合い）によって、電
力送信回路１０２で発生された電力を変調する。変復調回路１０４は、変復調回路１０４
に含まれるアナログ乗算器や負荷抵抗をスイッチングさせることによって電力送信回路１
０２によって発生された電力の振幅を変更することができる。また、変復調回路１０４は
、所定の符合化方式による符合化回路を有している。
　また、変復調回路１０４は、コマンドを端末装置２００に送信した場合、整合回路１０
３で検出された給電アンテナ１０８に流れる電流の変化に応じて、端末装置２００に送信
したコマンドに対する端末装置２００からの応答信号を復調することができる。このこと
によって、変復調回路１０４は、負荷変調方式によって、端末装置２００に送信したコマ
ンドに対する応答信号を端末装置２００から受信することができる。変復調回路１０４は
、ＣＰＵ１０５からの指示に応じてコマンドを端末装置２００に送信する。また、変復調
回路１０４は、端末装置２００からの応答信号を受信した場合、受信した応答信号をＣＰ
Ｕ１０５に供給する。
【００２１】
　ＣＰＵ１０５は、ＲＯＭ１０６に記憶されているコンピュータプログラムを実行するこ
とによって、非接触給電ユニット１００の各部の動作を制御する。ＣＰＵ１０５は、電力
送信回路１０２を制御することにより端末装置２００に供給する電力を制御する。また、
ＣＰＵ１０５は、変復調回路１０４を制御することにより、コマンドを端末装置２００に
送信する。また、ＣＰＵ１０５は、整合回路１０３を制御することにより、端末装置２０
０と共振するように非接触給電ユニット１００を制御する。また、ＣＰＵ１０５は、整合
回路１０３を制御することにより、コマンドを送信する場合と、電力のみを送信する場合
とで、Ｑ１値を変更するように制御する。なお、ＣＰＵ１０５は、端末装置２００とコマ
ンドやコマンドに対するレスポンスによる通信を行うための不図示の通信部を持っている
ものとする。不図示の通信部は、端末装置２００と通信を行うために発振器１０１、電力
送信回路１０２、整合回路１０３及び変復調回路１０４を制御する。
　ＲＯＭ１０６は、非接触給電ユニット１００の各部の動作を制御するコンピュータプロ
グラム及び各部の動作に関するパラメータ等の情報を記憶する。
　ＲＡＭ１０７は、書き換え可能な不揮発性メモリであり、一時的に非接触給電ユニット
１００の各部の動作を制御するコンピュータプログラム、各部の動作に関するパラメータ
等の情報、変復調回路１０４によって端末装置２００から受信された情報等を記録する。
また、ＲＡＭ１０７は、現在のＱ１値を示す情報及び共振周波数ｆを示す情報を記録する
。
【００２２】
　給電アンテナ１０８は、何重かに巻かれたループアンテナである。
　タイマー１０９は、現在の時刻や各部で行われる動作に係る時間等を計測する。
【００２３】
　端末装置２００は、受電アンテナ２０１、整合回路２０２、整流平滑回路２０３、変復
調回路２０４、ＣＰＵ２０５、ＲＯＭ２０６、ＲＡＭ２０７、レギュレータ２０８、充電
制御回路２０９、電池２１０及びタイマー２１１を備える。
　受電アンテナ２０１は、何重かに巻かれたループアンテナであり、非接触給電ユニット
１００から供給された電力を受信する。
　整合回路２０２は、非接触給電ユニット１００の共振周波数ｆと同じ周波数で受電アン
テナ２０１が共振するように、整合回路２０２のインダクタンスの値とキャパシタンスの
値とを制御することで、インピーダンスの整合を行うための共振回路である。
　整流平滑回路２０３は、受電アンテナ２０１によって受信された電力からコマンド及び
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ノイズを取り除き、電池２１０を充電するための直流電力を生成する。また、整流平滑回
路２０３は、生成した直流電力をレギュレータ２０８に供給する。整流平滑回路２０３は
、受電アンテナ２０１によって受信された電力から取り除いたコマンドを変復調回路２０
４に供給する。なお、整流平滑回路２０３は、整流用のダイオードを有し、全波整流及び
半波整流のいずれか一つにより直流電力を生成する。
　変復調回路２０４は、整流平滑回路２０３から供給されたコマンドを非接触給電ユニッ
ト１００と予め決められた通信プロトコルに応じて解析し、コマンドの解析結果をＣＰＵ
１０５に供給する。
【００２４】
　ＣＰＵ２０５は、変復調回路２０４から供給された解析結果に応じて受信したコマンド
がどのようなコマンドであるかを判定し、受信したコマンドに対応するコマンドコードで
指定されている動作を行う。また、ＣＰＵ２０５は、ＲＯＭ２０６に記憶されているコン
ピュータプログラムを実行することによって、端末装置２００の各部の動作を制御する。
また、ＣＰＵ２０５は、整合回路２０２を制御することにより、非接触給電ユニット１０
０と共振するように端末装置２００を制御する。なお、ＣＰＵ２０５は、非接触給電ユニ
ット１００とコマンドやコマンドに対するレスポンスによる通信を行うための不図示の通
信部を持っているものとする。不図示の通信部は、非接触給電ユニット１００と通信を行
うために整合回路２０２、整流平滑回路２０３及び変復調回路２０４を制御する。
　ＲＯＭ２０６は、端末装置２００の各部の動作を制御するコンピュータプログラム及び
各部の動作に関するパラメータ等の情報を記憶する。また、ＲＯＭ２０６には、端末装置
２００の識別情報及び端末装置２００の能力情報が記録される。端末装置２００の識別情
報は、端末装置２００の識別ＩＤ、製造者名、装置名、製造年月日等を含む。端末装置２
００の能力情報は、端末装置２００がどれくらいの電力を受信することができるのかを示
す情報及び端末装置２００がどれくらいのＱ１値によって、コマンドを非接触給電ユニッ
ト１００から受信できるのかを示す情報等を含む。
　ＲＡＭ２０７は、書き換え可能な不揮発性メモリであり、一時的に端末装置２００の各
部の動作を制御するコンピュータプログラム、各部の動作に関するパラメータ等の情報、
変復調回路１０４によって端末装置２００から受信された情報等を記録する。
【００２５】
　レギュレータ２０８は、整流平滑回路２０３から供給された直流電力の電圧がＣＰＵ２
０５によって設定された電圧値になるように制御する。なお、レギュレータ２０８は、ス
イッチングレギュレータであっても、リニアレギュレータであっても良いものとする。整
流平滑回路２０３からレギュレータ２０８を介してＣＰＵ２０５によって設定された電圧
値になるように制御された直流電力は、充電制御回路２０９に供給される。また、レギュ
レータ２０８は、電池２１０から供給される電力の電圧がＣＰＵ２０５によって設定され
た電圧値になるように制御する。電池２１０からレギュレータ２０８を介してＣＰＵ２０
５によって設定された電圧値になるように制御された直流電力は、少なくともＣＰＵ２０
５、ＲＯＭ２０６及びＲＡＭ２０７に供給される。
【００２６】
　充電制御回路２０９は、レギュレータ２０８から直流電力を供給された場合、電池２１
０の充電を行う。なお、レギュレータ２０８を介して充電制御回路２０９に供給される直
流電力により、端末装置２００が電池２１０の充電を行うための電圧を「充電電圧」と呼
び、端末装置２００が電池２１０の充電を行うための電流を「充電電流」と呼ぶ。電池２
１０の充電を開始した場合、充電制御回路２０９は、電池２１０に流れる充電電流が所定
の電流値になるように制御するための定電流制御を行う。充電制御回路２０９が定電流制
御を行っている場合、電池２１０に供給される充電電圧は、定電流制御が行われてから経
過した時間とともに上昇する。充電制御回路２０９は、定電流制御を行っている場合に、
電池２１０への充電電圧が所定の電圧値に達したとき、電池２１０に供給する充電電圧が
所定の電圧値になるように制御するための定電流制御を行う。充電制御回路２０９が定電
圧制御を行っている場合、電池２１０に流れる充電電流は、定電圧制御が行われてから経
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過した時間の経過とともに減少する。電池２１０に流れる充電電流がほぼ０となった場合
、電池２１０の充電は完了するので、充電制御回路２０９は電池２１０の充電を停止する
。また、充電制御回路２０９は、装着されている電池２１０の残りの容量を示す情報を定
期的に検出し、ＣＰＵ２０５に供給する。ＣＰＵ２０５は、充電制御回路２０９から供給
された電池２１０の残りの容量を示す情報をＲＡＭ２０７に記録する。
　電池２１０は、端末装置２００に着脱可能で、充電可能な二次電池であり、例えばリチ
ウムイオン電池等である。
　タイマー２１１は、現在の時刻や各部で行われる動作に係る時間等を計測する。
【００２７】
［電源構成］
　図５は、デジタル複合機１０の電源構成を示すブロック図である。
　電源生成・電源制御部６００は、デジタル複合機１０全体の直流電源を生成し、各ユニ
ットへの電源供給を制御する。電源生成・電源制御部６００に対する制御は、Ｉ／Ｏコン
トローラ７０４が行う。電源生成・電源制御部６００は、電源１～電源６までの直流電源
を出力する。デジタル複合機１０の不図示のスイッチがＯＮされると、電源生成・電源制
御部６００は電源１を出力する。電源２～電源５の出力は、Ｉ／Ｏコントローラ７０４の
指示に応じて、それぞれ独立に制御することができる。
【００２８】
　電源生成・電源制御部６００の出力である電源１は、Ｉ／Ｏコントローラ７０４、非接
触給電ユニット１００、操作部５００に供給される。電源１は、消費電力を低減させる省
電力状態でも供給される電源である。
　電源生成・電源制御部６００の出力である電源２は、コントローラ電源制御部７０６と
操作部５００に供給される。電源２は、主に通常状態で供給される電源である。
　電源生成・電源制御部６００の出力である電源３は、リーダーユニット３００に供給さ
れる。
　電源生成・電源制御部６００の出力である電源４は、プリンターユニット４００に供給
される。
【００２９】
　コントローラ電源制御部７０６は、電源２から電源５及び電源６を生成する。電源２は
１２Ｖ或いは２４Ｖ程度の電圧で供給されており、コントローラ電源制御部７０６は、接
続されるＩＣ等電圧に応じて電圧変換を行い、複数の電源で供給している。電源５は、メ
インコントローラ７０１、ＲＯＭ７０２に供給され、電源６は、非接触給電ユニット１０
０に供給される。
【００３０】
　図６は、デジタル複合機１０の電源状態を示す図であり、電源モードと各電源モードで
の電源状態とを示す。電源モードは、電源オフ、省電力モード待機状態、省電力モード無
線給電オフ、省電力モードリーダー、プリンターオフ状態、標準モード電源起動の５モー
ドがあり、各電源モードにおける電源１～電源６の状態を示す。
　各電源モードは、メインコントローラ７０１がＲＯＭ７０２に格納されているプログラ
ムを実行することによって、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介して電源生成・電源制御部６
００が実行する。また、Ｉ／Ｏコントローラ７０４も内蔵するＲＯＭに格納されたプログ
ラムを内蔵ＣＰＵが実行することによって、電源生成・電源制御部６００に指示すること
ができる。
　電源オフは、本体電源スイッチがオフにされている状態であり、電源生成・電源制御部
６００の出力である電源１～電源６はすべてオフとなる。
　省電力モード待機状態は、デジタル複合機１０の消費電力削減を行って待機状態にした
状態であり、電源１のみが供給され、復帰要因が入力される標準モードで起動する。
　省電力モード無線給電オフ状態は、コントローラユニット７００のみが動作している状
態であり、電源１、電源２、電源５が供給される。この状態でも非接触給電ユニット１０
０の一部には電源１が供給されており、復帰要因を検知する電源６が入力され通常動作を
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行う。
　省電力モードリーダー、プリンターオフ状態は、リーダーユニット３００、プリンター
ユニット４００への電源供給がオフにされている状態であり、電源１、２、５、６が供給
される。
　標準モード電源起動は、電源１～６のすべてが供給される電源起動状態である。
　図６において、電源状態（電源モード）は、標準モード電源起動（モード１）から省電
力モードリーダー、プリンターオフ（モード２）、省電力モード無線給電オフ（モード３
）、省電力モード待機状態（モード４）の順に消費電力を低下させるように移行していく
（モード１→モード２→モード３→モード４）。電源オフ状態はどの状態からも移行する
ことができる。
【００３１】
［電源制御］
　図７は、デジタル複合機１０による電源制御を示すフローチャートである。図７に示す
処理は、デジタル複合機１０のコントローラユニット７００のメインコントローラ７０１
がＲＯＭ７０２に記憶されるプログラムを実行することにより進められる。
　大まかに、電源起動処理（ステップＳ７０１）、コピー等の通常処理と無線給電処理（
ステップＳ７０２、Ｓ７０３）、省電力制御（ステップＳ７０６、Ｓ７０７、Ｓ７０８）
、省電力からの復帰（ステップＳ７１０、Ｓ７１０）の４つから構成される。
　ステップＳ７０１において、デジタル複合機１０は、電源を入力し、起動処理を行う。
　ステップＳ７０２において、デジタル複合機１０は、操作者の指示を認識し、通常実行
処理を実行する。通常実行処理の例としては、コピー処理、プリント処理、原稿読み取り
処理等がある。
　ステップＳ７０３において、デジタル複合機１０は、非接触給電ユニット１００から端
末装置２００に対して端末装置の識別、認証、非接触給電処理の準備要求、非接触給電処
理の一連の非接触給電制御処理を実行する。この非接触給電制御処理については、図８を
用いて後述する。
　ステップＳ７０４において、デジタル複合機１０は、電源スイッチがオフにされたか否
かを判断する。電源スイッチがオフにされた場合、処理の終了シーケンスを進め、デジタ
ル複合機１０の電源をオフにする。電源スイッチがオフにされていない場合、ステップＳ
７０５に進む。
【００３２】
　ステップＳ７０５において、デジタル複合機１０の処理が終了した後、操作部画面操作
、コピー処理、プリント処理、原稿読み取り処理等が実行されていない状況が一定時間継
続する前に次の操作が開始されるとステップＳ７０２に戻り、次の通常実行処理を継続す
る。一定時間継続すると、デジタル複合機１０は、ステップＳ７０６以降の消費電力を下
げる省電力モードに移行する。
　省電力移行処理について説明を行う。
　省電力移行処理に関して、各種の設定が可能であり、あらかじめ初期値が設定されてい
るが、操作部５００を介した操作者の操作により設定を変更できるようになっている。
　省電力モードは標準モードであるモード１からモード２、モード３、モード４の順に移
行する。モード２、モード３、モード４への移行条件、設定を下記に説明する。
【００３３】
［省電力共通設定］
　設定１、モード１からモード２への移行時間・・・１０分（１分～１２０分の間で設定
できる）
　設定２、モード２からモード３への移行設定・・・無線給電優先モード或いはＭＦＰ優
先モードの選択・・・初期設定　無線給電優先モード
　設定３、モード３からモード４への移行時間・・・１０分（１分～１２０分の間で設定
できる）
【００３４】
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　設定１はモード１からモード２への移行時間を設定するものであり、モード１の状態で
操作部画面操作やコピー等の処理が実行されない時間が設定時間（初期値１０分）経過し
たことをコントローラユニット７００が検知するとモード２に移行する。
　設定２はモード２からモード３への移行時間を設定するものである。設定方法は、無線
給電優先モードとＭＦＰ優先モードの２種類がある。無線給電優先モードは、無線給電状
態を優先しながら、省電力処理を進めるものである。ＭＦＰ優先モードは、デジタル複合
機１０のリーダーユニット３００、プリンターユニット４００の処理を優先して省電力を
進めるものである。リーダーユニット３００、プリンターユニット４００の処理が終了し
てモード２に移行した場合、速やかにモード３への移行を進めるためのモードである。
　設定３は、モード３からモード４への移行時間を設定するものであり、モード３の状態
で操作部５００での操作等が実行されない時間が設定時間（初期値１０分）経過したこと
をコントローラユニット７００のＩ／Ｏコントローラ７０４が検知するとモード４に移行
する。
【００３５】
［無線給電優先モードにおける設定］
　設定２で無線給電優先モードが選択された場合に下記設定を行う。
　設定４、モード３における給電デバイス数の制限・・・初期値　行う、台数　１台、充
電率が高いもの。２台以上の設定、充電率が低いもの、充電開始が早いもの、遅いものに
設定できる。
　設定５、モード３における給電エリアの制限・・・初期値　行うであるが、行わないに
設定変更できる。
　設定６、モード３における無線給電オフ設定
　設定６－１、端末充電率５０％以下のとき、充電率５０％に達成するまで充電を継続（
１０～１００％で変更可能）
　設定６－２、端末充電率５０％以上のとき、充電率８０％に達成するまで充電を継続（
５０～１００％で変更可能）
　設定７、設定４から６における最大充電時間６０分（３０分～１２０分の間で設定でき
る）
【００３６】
　設定４は、モード３における無線給電デバイス数の制限方法を設定する。無線給電部の
省電力方法として、給電デバイス数の上限を規定することができる。また、規定方法とし
て、充電率が高いものに制限する方法、充電率が低いものに制限する方法、充電開始が早
いものに制限する方法、充電開始が遅いものに制限する方法があり、選択することができ
る。
　設定５は、モード３における無線給電エリアの制限に関する設定である。無線給電部の
省電力方法として、無線給電エリアを小さくすることができる。給電エリアを制限する場
合、５０％のエリアに制限される。
　設定６は、モード３における無線給電部による端末充電のオフ方法の設定に関する。端
末の充電率が５０％以下のとき、端末の充電率をどこまで行うかの設定ができる。
また、端末の充電率が５０％以上のとき、端末の充電率を設定できる。
　設定７、設定４～６の省電力制御の最大時間を設定できる。設定７で設定された時間を
超えた場合、無線給電を終了する。
【００３７】
［ＭＦＰ優先モードにおける設定］
　設定２でＭＦＰ優先モードが選択された場合に下記設定を行う。
　設定８、モード３移行における無線給電部オフ時間・・・１０分（１分～１２０分の間
で設定できる）
　設定８は、モード３移行における無線給電部のオフ時間を設定するものである。この場
合、無線給電デバイス数の制限や、給電エリアの制限を実施せず、設定された時間が経過
すると無線給電部による給電処理を終了させる。
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【００３８】
　ステップＳ７０６～Ｓ７０８はデジタル複合機１０の省電力制御を行う。
　ステップＳ７０６は、無線給電部以外のデジタル複合機１０の制御であり、電力モード
１からモード２への移行設定時間が経過すると、モード２への移行処理を行う。すなわち
電源３、電源４をオフすることによりリーダー用電源、プリンター用電源をオフにして消
費電力の低減を行う。
　続いて、ステップＳ７０７において、デジタル複合機１０は、非接触給電部の給電状況
を確認する。この非接触給電部給電状況確認処理については、図９を用いて後述する。
　さらに、ステップＳ７０８において、デジタル複合機１０は、ステップＳ７０７で検知
した内容と、省電力設定の内容に応じて非接触給電部の省電力処理を行う。この非接触給
電部省電力制御処理については、図１０を用いて後述する。
【００３９】
　ステップＳ７０９において、ステップＳ７０４と同様に、デジタル複合機１０は、電源
スイッチがオフにされたか否かを判断する。電源スイッチがオフにされた場合、処理の終
了シーケンスを進み、デジタル複合機１０の電源をオフにする。電源スイッチがオフにさ
れていない場合、ステップＳ７１０に進む。
　ステップＳ７１０において、操作部処理等、省電力からの復帰処理が入るまでは、ステ
ップＳ７０６～ステップＳ７０８の省電力制御を継続し、電源モードがモード２からモー
ド３に、さらにモード４に移行させる。ステップＳ７１０において、省電力からの復帰処
理の入力を検出すると、ステップＳ７１１のデジタル複合機１０の電源入力処理を行い、
モード１の状態に復帰させる。
　ステップＳ７１１において、デジタル複合機１０は、消費電力を低減させる省電力状態
からの復帰処理を実行し、その後、ステップＳ７０２に戻る。この省電力からの復帰処理
については、図１１を用いて後述する。
【００４０】
　図８を参照して、図７のステップＳ７０３の非接触給電制御処理の詳細について説明す
る。コントローラユニット７００における処理は、メインコントローラ７０１がＲＯＭ７
０２に記憶されるプログラムを実行し、制御指示をＩ／Ｏコントローラ７０４を介して非
接触給電ユニット１００に与えることにより進められる。また、非接触給電ユニット１０
０における処理は、ＣＰＵ１０５がＲＯＭ１０６に記憶されるプログラムを実行すること
により進められる。ＣＰＵ１０５は、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介してメインコントロ
ーラ７０１と通信する。また、端末装置２００による処理は、ＣＰＵ２０５がＲＯＭ２０
６に記憶されるプログラムを実行することにより進められる。
【００４１】
　ステップＳ８０１において、非接触給電ユニット１００は、非接触給電ユニット１００
の領域１１１上に置かれた端末装置２００の識別、認証処理を行う。端末装置２００に対
して、ブロードキャスト通信により、給電開始を通知する。
　ステップＳ８０２において、端末装置２００は、非接触給電ユニット１００からのブロ
ードキャストを受信する。
　ステップＳ８０３において、端末装置２００は、非接触給電による受電を希望する場合
、受電要求として受電希望通知と共に自信の識別ＩＤを通知する。このとき、受電を希望
する端末装置２００が複数ある場合、順次識別ＩＤを通知する。
　ステップＳ８０４、Ｓ８０５において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００
からの受電要求を受信し、コントローラユニット７００に受電要求があったことを通知す
る。
　ステップＳ８０６、Ｓ８０７において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユ
ニット１００からの受電要求通知を受信し、給電可否を判断して、給電可能であれば非接
触給電ユニット１００に給電許可を通知する。
【００４２】
　ステップＳ８０８、Ｓ８０９において、非接触給電ユニット１００は、コントローラユ
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ニット７００からの給電許可通知を受信し、非接触給電準備を開始する。端末装置２００
から受信した識別ＩＤから、端末装置２００を指定して非接触給電の準備を指示する。複
数の端末装置２００に対して同時に給電する場合、順次識別ＩＤ変更し、対象を指定して
処理を行う。
　ステップＳ８１０、Ｓ８１１において、端末装置２００は、識別ＩＤに応じて給電対象
を認識し、受電の準備を行う。受電準備が完了すると、非接触給電ユニット１００に準備
完了を通知する。
　ステップＳ８１２、Ｓ８１３において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００
からの準備完了通知を受信し、所定時間の非接触給電処理を実行する。
　ステップＳ８１４において、端末装置２００は、受電処理を行い、電池２１０の充電を
実行する。
【００４３】
　ステップＳ８１５において、非接触給電ユニット１００は、給電時間の計測を行い、所
定時間の給電が終了すると、非接触給電処理を終了し、端末装置２００に給電終了を通知
する。
　ステップＳ８１６、Ｓ８１７において、端末装置２００は、非接触給電ユニット１００
からの給電終了通知を受信する。これにより、受電処理を終了して、非接触給電ユニット
１００に終了応答を通知して、本処理を終了する。
　ステップＳ８１８において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００からの終了
応答通知を受信する。これにより、非接触給電処理を終了して、コントローラユニット７
００に給電終了を通知して、本処理を終了する。
　ステップＳ８１９において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１０
０からの給電終了通知を受信して、本処理を終了する。
【００４４】
　図９を参照して、図７のステップＳ７０７の非接触給電部給電状況確認処理の詳細につ
いて説明する。コントローラユニット７００における処理は、メインコントローラ７０１
がＲＯＭ７０２に記憶されるプログラムを実行し、制御指示をＩ／Ｏコントローラ７０４
を介して非接触給電ユニット１００に与えることにより進められる。また、非接触給電ユ
ニット１００における処理は、ＣＰＵ１０５がＲＯＭ１０６に記憶されるプログラムを実
行することにより進められる。ＣＰＵ１０５は、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介してメイ
ンコントローラ７０１と通信する。また、端末装置２００による処理は、ＣＰＵ２０５が
ＲＯＭ２０６に記憶されるプログラムを実行することにより進められる。
【００４５】
　ステップＳ９０１～Ｓ９０６において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユ
ニット１００を介して端末装置２００の有無を確認し、端末装置２００の情報を取得する
。
　ステップＳ９０７において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１０
０の領域１１１上に置かれた端末装置２００があるか否かを判断する。端末装置２００が
検出された場合、ステップＳ９０８において、非接触給電ユニット１００に充電状況確認
を通知し、端末装置２００が検出されなかった場合、本処理を終了する。
　ステップＳ９０９、Ｓ９１０において、非接触給電ユニット１００は、コントローラユ
ニット７００からの充電状況確認通知を受信し、端末装置２００に充電状況確認を通知す
る。
　ステップＳ９１１、Ｓ９１２において、端末装置２００は、非接触給電ユニット１００
からの充電状況確認通知を受信する。これにより、電池２１０の充電状況を判断して、非
接触給電ユニット１００に充電状況（充電量、残り時間等）を通知して、本処理を終了す
る。
　ステップＳ９１３、Ｓ９１４において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００
からの充電状況通知を受信し、コントローラユニット７００に該充電状況を通知して、本
処理を終了する。
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　ステップＳ９１５において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１０
０からの充電状況通知を受信して、本処理を終了する。
【００４６】
　以上のように、図７のステップＳ７０７において、コントローラユニット７００は、端
末装置２００の有無（ステップＳ９０１～Ｓ９０６）、端末装置２００の充電状況（ステ
ップＳ９０７～Ｓ９１５）の確認を行う。
【００４７】
　図１０を参照して、図７のステップＳ７０８の非接触給電部省電力制御処理の詳細につ
いて説明する。コントローラユニット７００における処理は、メインコントローラ７０１
がＲＯＭ７０２に記憶されるプログラムを実行し、制御指示をＩ／Ｏコントローラ７０４
を介して非接触給電ユニット１００に与えることにより進められる。また、非接触給電ユ
ニット１００における処理は、ＣＰＵ１０５がＲＯＭ１０６に記憶されるプログラムを実
行することにより進められる。ＣＰＵ１０５は、Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介してメイ
ンコントローラ７０１と通信する。また、端末装置２００による処理は、ＣＰＵ２０５が
ＲＯＭ２０６に記憶されるプログラムを実行することにより進められる。
【００４８】
　図９において、コントローラユニット７００のメインコントローラ７０１は、ステップ
Ｓ７０７の結果と省電力共通設定と無線給電優先モードにおける設定、或いはＭＦＰ優先
モードにおける設定に応じて、非接触給電ユニット１００の制御、端末装置２００への電
源供給を制御する。端末装置２００が検知されない場合には、非接触給電ユニット１００
の電源をオフにする。
【００４９】
　省電力共通設定２が無線給電優先モードである場合について、説明を行う。
　ステップＳ１００１において、コントローラユニット７００は、無線給電優先モードに
おける設定の設定４に応じて、給電する端末装置数を制限するか否かを判断する。給電す
る端末装置数を制限する場合、非接触給電ユニット１００に制限することを通知し、端末
装置数を制限しない場合、ステップＳ１００４に進む。
　ステップＳ１００２、Ｓ１００３において、非接触給電ユニット１００は、コントロー
ラユニット７００からの制限通知を受信し、給電する端末装置数を制限するために端末装
置２００への通知が必要であるか否かを判断する。例えば複数の端末装置２００に同時給
電している場合、ステップＳ１００５において、給電を停止する端末装置２００に給電を
制限することを通知する。
　複数の端末装置２００に同時給電していない場合、コントローラユニット７００に制限
が必要でないことを通知する。
　ステップＳ１００４において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１
００からの制限が必要でないとの通知を受信する。
【００５０】
　ステップＳ１００６、Ｓ１００７において、端末装置２００は、非接触給電ユニット１
００からの給電制限通知を受信し、受電処理を終了して、非接触給電ユニット１００に終
了応答を通知する。
　ステップＳ１００８において、非接触給電ユニット１００は、給電する端末装置数を制
限する処理を実行し、コントローラユニット７００に制限処理実行を通知する。
　ステップＳ１００９において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１
００からの制限処理実行通知を受信する。
【００５１】
　ステップＳ１０１０において、コントローラユニット７００は、無線給電優先モードに
おける設定の設定５に応じて、給電エリアを制限するか否かを判断する。給電エリアを制
限する場合、非接触給電ユニット１００に制限することを通知し、給電エリアを制限しな
い場合、ステップＳ１０１６に進む。
　ステップＳ１０１１において、非接触給電ユニット１００は、コントローラユニット７
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００からの制限通知を受信し、給電エリアを制限するために端末装置２００への通知が必
要であるか否かを判断する。通知が必要である場合、ステップＳ１０１２において、給電
エリアを制限する対象となる端末装置２００に給電エリアを制限する対象となることを通
知する。通知が必要でない場合、ステップＳ１０１５に進む。
【００５２】
　ステップＳ１０１３、Ｓ１０１４において、端末装置２００は、給電エリアを制限する
対象となることの通知を受信し、受電処理を終了して、非接触給電ユニット１００に終了
応答を通知する。
　ステップＳ１０１５において、非接触給電ユニット１００は、給電エリアを制限して給
電領域を縮小する処理を実行し、コントローラユニット７００に制限処理実行を通知する
。給電エリアの制限は、単位時間あたりの給電量を制限することにより実現される。
　ステップＳ１０１６において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１
００からの制限処理実行通知を受信する。
【００５３】
　ステップＳ１０１７において、コントローラユニット７００は、無線給電優先モードに
おける設定の設定６に応じて、非接触給電ユニット１００の電源をオフにするか否かを判
断する。非接触給電ユニット１００の電源をオフにする場合、非接触給電ユニット１００
に電源をオフにすることを通知し、非接触給電ユニット１００の電源をオフにしない場合
、本処理を終了する。
　ステップＳ１０１８、Ｓ１０１９において、非接触給電ユニット１００は、コントロー
ラユニット７００からの電源オフ通知を受信し、電源をオフにするために端末装置２００
への通知が必要であるか否かを判断する。通知が必要である場合、端末装置２００に電源
をオフにすることを通知する。通知が必要でない場合、ステップＳ１０２２に進む。
　ステップＳ１０２０、Ｓ１０２１において、端末装置２００は、電源オフ通知を受信し
、受電処理を終了して、非接触給電ユニット１００に終了応答を通知する。
　ステップＳ１０２２において、非接触給電ユニット１００は、コントローラユニット７
００に電源オフを行う準備完了を通知する。
　ステップＳ１０２３において、コントローラユニット７００は、非接触給電ユニット１
００の電源オフ処理を実行する。電源オフ処理は、非接触給電ユニット１００が端末装置
２００の検出を行うことができる最低電力が供給される状態となる。
　また、省電力設定２でＭＦＰ優先モードが設定されている場合、ステップＳ１００１は
給電デバイス制限を行わないを選択し、ステップＳ１０１０に進む。
　続いて、ステップＳ１０１０でも給電エリア制限をしないを選択し、ステップＳ１０１
７に進む。
　ステップＳ１０１７において、ＭＦＰ優先モードにおける設定８の設定時間が経過する
と、ステップＳ１０１８～Ｓ１０２３の処理により無線給電部の電源をオフして、省電力
無線給電オフ（モード３）への移行処理を完了する。
【００５４】
　図１１を参照して、図７のステップＳ７０９の省電力からの復帰処理の詳細について説
明する。コントローラユニット７００における処理は、メインコントローラ７０１がＲＯ
Ｍ７０２に記憶されるプログラムを実行し、制御指示をＩ／Ｏコントローラ７０４を介し
て非接触給電ユニット１００に与えることにより進められる。また、Ｉ／Ｏコントローラ
７０４内のＲＯＭに格納されたプログラムをＣＰＵが実行することにより進められる。ま
た、非接触給電ユニット１００における処理は、ＣＰＵ１０５がＲＯＭ１０６に記憶され
るプログラムを実行することにより進められる。ＣＰＵ１０５は、Ｉ／Ｏコントローラ７
０４を介してメインコントローラ７０１と通信する。また、端末装置２００による処理は
、ＣＰＵ２０５がＲＯＭ２０６に記憶されるプログラムを実行することにより進められる
。
【００５５】
　ステップＳ１１０１において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２００を検知す
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る。
　ステップＳ１１０２、Ｓ１１０３において、非接触給電ユニット１００上に置かれた端
末装置２００は、非接触給電ユニット１００からのポーリングを検出し、給電を要求する
場合に通知を行う。
　ステップＳ１１０４、Ｓ１００５において、非接触給電ユニット１００は、端末装置２
００からの反応を確認し、給電処理を行う必要のある端末装置２００であるか否かを判断
する。給電処理が不要である場合、そのまま処理を終了する。例えば、省電力制御を行う
ときに置かれていた端末を再度検知した場合には給電不要と判断する。或いは、前の非接
触給電処理からの経過時間を給電要否の判断基準とすることもできる。
　ステップＳ１１０６において、非接触給電ユニット１００は、給電処理を行う必要のあ
る端末装置２００であると判別すると、コントローラユニット７００のＩ／Ｏコントロー
ラ７０４に給電用電源の立ち上げを通知する。
　ステップＳ１１０７において、コントローラユニット７００のＩ／Ｏコントローラ７０
４は、非接触給電ユニット１００からの給電用電源の立ち上げ通知を受信する。
　ステップＳ１００８において、Ｉ／Ｏコントローラ７０４は、電源生成・電源制御部６
００に電源２の出力を指示する。電源２はコントローラ電源制御部７０６に入力され電源
５、６が出力され、電源６が非接触給電ユニット１００に供給される。
　ステップＳ１１０９において、電源５がコントローラユニット７００に供給され、コン
トローラユニット７００のメインコントローラ７０１が起動し、デジタル複合機１０全体
の電源出力を制御する。Ｉ／Ｏコントローラ７０４を介して電源生成・電源制御部６００
を制御して、電源３、電源４の出力を行い、リーダーユニット３００、プリンターユニッ
ト４００を起動させる。
【００５６】
　以上説明したように、近距離の非接触給電機能を備えたデジタル複合機１０において、
該デジタル複合機１０の状況と受電装置である端末装置２００の状況とに応じて消費電力
を削減する省電力制御を行うことができる。
【００５７】
（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。すなわち、上述し
た実施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶
媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又
はＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００５８】
　１０：デジタル複合機、１００：非接触給電ユニット、２００：端末装置、６００：電
源生成・電源制御部、７００：コントローラユニット、７０１：メインコントローラ、７
０４：Ｉ／Ｏコントローラ、７０６：コントローラ電源制御部
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